
( 1 3 )(19)

一映

の
ヤ

品」岬　　一舶」

―
―

イに

烏

世
代
用
咽
内
”
小
市
民
枚
は
、
決

‐ヤ，
る
い
ｋ
句
攻
の
い
す
れ
か
に
は
る

こ
と
に
よ

「・
て
い
，
、
白
斗
”
女
々
を
田
る
一
と
ボ″
出
来
た
の
で
声．
る
”

句
“
――１１
「
に
性
杵
つ
け
ら
れ
る
注
代
外
女
史
を
ｔ
ｉ
る
場
合
に
、
句
炊

以
外
の
市
民
ル
ト
町
何
な
る
上
場
に
立
■
て
一
ら
か
、
と
い
ぅ
一　
こ
を
忘

れ
十
一に
な

，
一一
十　
　
一占
■
一ル
品
」
ｉ
ｆ
一
‐‐
た
，」
】
呼
出
古
中ｔ
いの
市４
一
合
■
，
手子

る
渋

・
句
■
■
い
問
中
に
い
一
て
、
可
小
市
伎
は
Ｌ
い
よ
う
Ｌ
役
＝
り
を

性
し
一
一い
　
”
■

ど
？
「
か
、
Ｌ
Ｔ
「
佃
点
工
立

↓
て
、
両
大
出
悦
●
ぁ

「
て
、
あ
「
性
■

．
ィ
の
昨
た
に
、
す
た
あ
る
時
は
―１１！
ぢ
ェ
一綱
Ａ
■
ら
れ

て
い
一
十
一モ
■
卜
　

…―
十…～
小
ｌｔ
佐
↓
府
史
“
叫
・・．る
ャーー
景

あ々
る
！
一
‐―」
ｉ

、

時

に

か

句

炊

い

す

虎

を

席

Ｌ

や
一問

‐１１

す

る

に

ｆ
■

た

め

≡
Ｔ
小

一
」

Ｌ
　
≡
っ

し
，
Ｆ
サ
ｉ

仁
，

肘

十
一だ
一く

、
汁
！
・
≡
．千
イ
一　
市
”
を
一離
し

イ
に
れ
世

―
、

何
′収
と
才
、品
一Ｆ

る

を
得

〓

ら

し
を
、

と
伝

ｉ
て

す

一
ゥ

一
一
れ
に
地

る

，
一、
土
鳥

七

十
一時

は
、
武

市

の
治
十
一に
”
一部

の
空
及
一十
近
↓

住

せ
し

め
た
購

恒
族

に
対

し
て
、
句

奴

の
動
静

を
偵

姿

す

る

と

い
う
投

判

り
を
う

え
る

一
方

、
れ

ら

か
拘
ャ収

と
通
ず

る

こ
と

の
な

い
よ
う

に
監
視

す

る
た

め

に
設
け

ら
打
一た

こ

，
一に
た

る
。

推
百
す
れ
ば
、
武
市
代
の
岸
に
は
、
決
を
堪
助
し
て
一
の
匂
奴
丁
．掟
に

出
力
し
得
た
の
み
な
ら
す
、
烏
高

が
句
奴
と
進
合
す
る
こ
と
は
、
当
……寺
の

束
北
ア
ジ
ア
に
於
け
る
洪
力
方
わ
保
持
に
、
何
ら
か
の
彰
一禅
を
及
，
す
も

の
と
た
に
思
わ
し
め
た
ほ
ど
、
■
の
力
が
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
ン
に

な
る
。

な
ん
十
一な
れ
ば
、
■
ら
か
一例
奴
一た
夜
渉
十
一も
つ
機
ム〓
を
与
え

な
い
士
―
″に
、

監
視
し
棋
素
す
る
ど
Ｌ
し
て
、
世
吊
恒
枝
州
が
注
け
ら
れ
て
い
ん
あ

で
あ

・つ
か
ら
■

一十
一
中四
十
小
　
一
片
！一一
ぼ
一・　
も

ユ
よ
一
′・
、

社
武

二
十

五

年
、
一鳥
ナ
一大

人
瀬

ユ
午

九
千
余

人

、
■

を
率

い
て
閲

に
結

十

！
束

の
十４
帥

を
や
下

ｆ
、候

玉

と
為

す
者

八
十

余

人

、
兵
内

に

居

い

し

め
、
速
束

属

巴

。
と

西

。
右

北

平

・
漁

陽

，
広
陽

・
上
（

・

代

邦

・
悔
問

。
大

原

，
Ｗ
方

話
都

の
昇

に
布
列

す
．

種

人

を
宅
来

じ

≡

共

の
衣

食

を
給

し
、
一枚
肘

を
に

き

て
以

て
是

を
領

誕

せ
し
む
。

と

に
漢

の
偵
備

と
一為

り

て
、
句

収

・
鮮

卑

を
曙

つ

と
卍
烏

極

校
肘

設

置

の
経

過

と
≡

の
日
怖

を
伝

え

て

い
る
。

岬

ち
、
紅

元

四
九
年

に
投
昨

し

た
烏

桓
族

に
対

処

す

べ
く
設
け

ら

れ
た

の
が
、
卍
烏

値
枝
肘

で
あ

り

、
そ

の
監

視

。
堰
助

の
結
一共

、
鳥

拒
族

は
句

寸
ン　
フつ
　
一　
レ
「

炊
不

な
〈

供

　

弥

　

彦

二
々
尚
旭

を
■

年
す

る

一
祝
点

と
し

て
、
た

村

か
ヽ

Ｌ
族

十
対

何
収
擁

の
う

え
か
ら
利
用
す

る

に
あ

た
り

、
被

ら
を
監

机

し
援
助

す

る
■

と
し

て

世
片
ヤ
た
Ｌ

こ
ろ

の
、
ュ

鳥
恒
秩
尉

を
採

り
挙

げ
る

こ
と

に
し
た
「

渋

は
、
村
小
話
校

の
う
ち

に
、
お
句

収
坑

■
”

ｌｉｔ

衛

Ｔ

生
―

て
利
用

し

う
る
力

を
認

め

た
時
コか
、
あ

る

い
は
ま

た
、
彼
ら

が
■
一め
４
カ

下

●

柿
■

■

れ
た
時

町

に

の
，
、
れ

め

モ
打

た
な
■

帖

を
た

け

て
佐

ら
を
い
子

卜

て

一

の
力

々
希

〓用

し
て

い
る

二
十
一か
ら
、
た
に

恒
枝
肘

池
＝

の
時

明

に
、
初

あ
す
れ
”
位

代
汁
一の
何
枚

対
年
い
の

一
ヤ
一を
担

■
「
ｉ
れ

デ、ｒ
ｔ
，
た
な

一
　
！
い
ｆ

ち
ら

う
、
Ｌ

い
う
」Ｔ
た
に
下

「．
た

か
ら

で
あ

る
．

■
ｔ

ｈ

止
村

の
社
ド

に
関

し

て
後
渋

■

，
い
‐‐‐，‐
‐‐‐　

ル‐ｊ
ヽ

式
市

。
――
‐―
――…

時
【

十‐十二

確
去

れ

を
止

す

．
十
一塙
■

ち

て
何

炊

い
／
‐…
咄

を
枚

中
↓
四

り

と
、
品

に

を
Ｌ
合

，
漁

陽

・
な
北

ヤ

。
正
山

，
ド
■

ｌｆ
＝

い
■

外

ｒｉ‥
Ｆ
！
―二
‐
一、
■

向
供

た
・る

し

て
的

取

の
功
静

を
年

―！…
Ｌ

■

共

内
府
、，
、、、
械

に

＾
た

ひ
川
地

寸

中
性

に
い

ヤ
始

め
て
■
ｔ
，何
枚

収
の
工
な
ら
す
鮮
卑
さ
え
も
破
り
、
た
に
協
力
し
て
二
の
外
在
間̈
値
に
助

け

，
工

Ｔ

ャ

た

　

上

い

，つ
も

の

で
点

″
る

ｔ

れ
た
吉
に
記
キ

さ
れ
、
ヤ
た
内
日
吟
瓜
博

上
ヽ

い
わ
れ
た
よ
・う
に
―
―

「鳥
卜に
宏
に
岬
丁

つ
Ｆ！十
一ど

　
一一一蝶

呼

―

■
」
キ
の
治
世
に
旬
収
の
支
配

を
離
れ
て
洪

に
降
り
、
そ
の
！保
た
を
求
め
た
烏
垣
族
―
―

の

一
部
‐―
十１
は

あ

っ
た
か
も
知
れ
な
い
、
し
か
し
、
詫
烏
値
枝
出
は
武
市
の
冷
・世
に
た
け

ら
れ
た
の
で
あ
る
、
と
い
う
に
は
、
単
に
流
ホ
一の
一記
録
の
み
で
は
た
〓

ｒ
て

れ
を
れ
わ
せ
る
た
に
る
情
単
一が
求
め
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
．

従

っ
て
、
先

に
述

べ
た
聞
一使
点

を

、
烏

拒

の
動
向

を
中

心

に
追
求

し
、

た
鳥

恒
検
肘

の
設

置

に
関

す

る
前

述

の
二
史
料

の
う

ち

、

■

つ
れ
を
■
視

す

べ
き

で
あ

ろ
う

か
、
と

い
う
問

題

を
考

察
す

る

の
が
、
本
稿

の
ｉｔｉ
前

で

あ

り
、
謀

題

な
の
で
六
〕
る
。

用
四
の
弱
小
詰
族
を
支
怖

し
，
彼
ら
を
勢
力
下
に
編
八
十
る
こ
と
に
よ

≡
て
経
済
的
・基
盤
の
拡
大
ャ
向

「
た
匈
奴
に
と
っ
て
、
ラ
オ

ハ
河
流
故
に

邦
落
単
位
で
故
と

し
、
遊
牧
狩
及
に
従
事
し
て
い
た
馬
恒
族
は
、
中
継
貿

あ
の
商
品
と
し
て
Ｈ
か
ら
に
利
続
を
与
え
て
く
れ
る
度
革
の
供
倫
涼
と
し

ヤ、

い江
中日
に
一仙
す
る
と
」
仕
で
あ

っ
子．竹

そ
れ
故
に
こ
モ
旬
奴
は
、
冒
頓
単
〒
以
来
、
Ｌ
布
税
を
鳥
拒

に
謀

し
、

毎
年
、
牛

・
一馬

ｉ
千
を
徴
収
し
て
、
も
し
も
、
組
瑚
ま
で
に
は
出
し
は
な

い
者
か

あ
れ
ば
、
そ
の
芸
子
は
奴
隷
と
す

べ
く
迪
れ
共

っ
て
し
ま

メヽ
す
と

い
う
強
圧
約
な
番

度
を
も

っ
て
、
使
等

に
対
処
し
て
い
た
の
で
あ
る
．

通
常
、
前
漢
代

の
烏
種
次

は
、
旬
奴

の
支
配
を
受
け
て
、
二
）れ
に
朴
席
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‐
一
て

い

た

十
十一
一
い

わ

れ

え
、
の

で

は

‐
Ｆｉ！，
る

が

検
ヽ
を
持
，け

て

い

一
一
わ
”

イ
、
は
な

く

、
波

一市
・
〔円
投

伝

に

卜
ｆ

仁

た
十ィ‐‐
ャ収

の
降

十

七
倍

る

に
、
古

う

に

伍

。
■

才ヽ
先

“
ｆ

め
下

“

正
く

．
句

収

、
た
と

怨

え

て
方

に
一

Ｔ
耽

を
ｔ

ｔ
一、
馬
恒

を
畔

た

，
上
十

、
と

と
記
き
れ
て
い
る
よ
う
に
、
市
荷
脱
ヽ
十十

い円
ｉ
′、
ＩＬ
一■

十１

１

ｒ

、

一一

■

ま

モ

一Ｈ

十
」
し

イ

抵
抗
を
こ
こ
■
ユ
る
よ
う
に
な
，
ｔ
”
一

一

れ

は「い
か

リ

モ

■

下

ヽ
、

同

■

士

・一か
向

志

い

！
，
か
，

漁
よ

王

■

に
要

わ

れ

て

、

十

た

一伴

！

つ
ち

一年

河

Ｌ

提
上

七

■
か
十

七

め

一

た
時

に

、丁

令

・
■

工

庁
提

ド

モ

‐！！１…

「

ヽ
孫
は
共
中
出
を
い

‐
、
九
一

年

・
十

■
一
た

化

し

え
、
■
ね
イ
一Ｈ
て
鮒
イ
」
、
大
民
い
死
す
る
■
一什
の
二
、
古
■
一は

件
い
工
．
「
炊
大
い
に
席

！ｉ！！
に
し
一
≡、
計
円
の
端
属
す
る
者
告
どヽＬ
伸

し
、
攻
孫
も
叫
す
る
市
わ
寸
．

と
い
う
竹
れ
を
も
き
た
し
た
の
で
あ
ャ
た
，

屯
元
―ｌｉｊ
七
「
一■
つ
こ
の
事
件
は
、
鳥
に
次
に
Ｌ
い
て
非
！行
に
大
き
な
志

味
を
ち
「
て
い
る
　
と
い
う
の
■
、
資
■
の
力
を
結
ｉｌ
■
一か
ら
十
二
■

工
一

「
詰
日
帖
属
古
持
九
叫
」
レ
・ｈ
る
よ
う
に
、
刊
収
に
■
寸
ｔ，
ド
、半
七
≡
仙

均
内
渋
出
、
上
い
，
‐１…１…ｉ
モ
土
＝
■
■
Ｆ
一
≡
≡
た
ｌｉｔ
十
■
、
■
”
す
茸
有
一＝

じ
独
立
ｆ
る
八
上
を
＝
た
か
ら
で
あ
る

↑
、
・よ
■

と

い
・２
百
下
卜
を
一■

「
一
一
　
・一
．■

■
、
，４‐
ぃ
一■
ヶ■
ｔ
ｉ
門
…
‐
十１
・い
い

吊

梅
拡

は
、
ほ

作
地

域

ま

で

ヤ岩

円
収

の
個

土

と

し

て
市
付

さ
れ

、

こ
―！ナ
Ｈ

技

、
馬

柄
一領
が

」
林

］
収

な
在々

一止
し

た

の
で
は
な

い
か
、

と
≡

≡

０
か
，■

」

い
る
中
押

ち
、
「

炊

詰

二

の
分
封

地

を
述

べ
た
記
録

に
、

市

■
”
ｔ

一！”
〕
の
王
！村
は
■
方
に
居
る
．
上
谷
以
“
に
高
り
、
倣

れ狛
・
川
」打榊
ｒ
一
ｘ
に，

！
い
う
も
の
が
オ．
る
！
匂
奴
め
；―……
耳
制
土
か
油
猪
刊
鮮

と
投
十
る
エ
ト
ｉ

一
！
記
扶
■

いヽ
、
舟
拒
抜
の
使
域
性
句
放
万
慎
■
で
あ
る
、
と
支
配
ｉ
た

一
句
収
一！，
一Ｖ
と

一！い打

、
渋
代
か
・‐，
も
ゴ

〓
■
句
巾
や
め
空
十ェ

ｔ
こ
Ｌ

・て
『
る
●
千
ヽ
ん
六
！

二

れ
渋

に

こ
モ
向

枚

は
、

ィ
ス

め
鳥

拒
郁
枚

上

十

な
が
ｈ
も

、
た

に

代

か
ら
声

推

Ｌ
革

を
快

収

じ
イ
、

い
詰
正
に
献
柄
す
る
ｍ
ャ収
打
張
！
同
体
の
王

二
十
一イ

て

い

卜
一
つ

て

十わ

モ

ぃ

工よ
■．
〓
、　
娘
々
竹
怖
！”
一け

ｈ

ｉ‐
、か
“即
，■

―
け
て

一
一
在
■
ほ
綿
一ギ
及
た
、　
十
一
い

う

「河
キ
料
に

村

け

イ
、

共

内
明
一■
　
市
恒

・
旬
ャ枚

の
■
辺
を
畔

↓

Ｌ
い
う
記
無
か
れ
る
】
忙
一■
Ｗ
上
べ
年
に
、
た
位
が
何
炊
の
‐―！…
”
偵
■
的

一
部
を
畔

一
た
と
い
う
一〓
■
■

当
時
の
鳥
一単
牛
か
す
で
に
句
収
何
外
に

居

た
こ
と
を
”れ
お

り
、
そ

Ｌ

モ
一１！！‐
収

ｔ
、
一

”
い

に
は
旧
た

の
情
何
Ｈ

■

十
ら
抑

止

し

て

！
た
、
と

い
う

こ

Ｌ
を
打

わ

せ
て
く

れ
ヽ

わ
市

で

占
■

古

「
ｒ
一向
拘
恒
秩

ド
、
腎

巾
一中

■
，
ょ

い
社

文
岬

；

十
卜
千
．●
立
弓

■
―，
、

「Ｌ
イ
ｈ

ｔ

一
一千
↓
ｔ
れ
巾
ど
Ｈ
＋

い
■
氏

十
一し
て
■

●

―
、
北
北

尚

一
ば
■

”
在
半

一に
は
、
キ■
！，
を
も
（
一中
れ
て
一
＝
成

さ
れ

十に
い
た
怖
ャ打
一―‐１１
■

ｔ
ｌぅ
れ

一炊
―…
モ

を JL
111 を
(1)J■
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馬 | に

!草 り

同
体
戊
Ｌ
「
立
場

，サ．
ヽ
脱
し
、
馬
卜
打
た
Ｌ
≡
を
ヤ
代
十
る
た
，
一
た
●

十
一十ｐ
十一
一「
，
一一Ｌ
■
一・勺
一一Ｌ
一一ル
一】
十≡
〓、一

．
ぃ
ェ
コ
ド
、
十ｌｉ‐
収
い
支
配

手
―，
＝
悦
―
・■
ｉ
馬
ｉ
技
ｒ
ャ
注

・
両
収

”
い
十
アー
に
上
ち

か
十
，
■
言
＝
Ｉ
サ

あ

いヽ
冷
こ

と
が
千
≡
工

て
■
万
，

か
ャ

英
独
の
、
業
れ
て
大
使
に
眠
す
る
は
共
め
人
■
な
“，

上
い
う
ぃ
州
小
詰
”反
が
、
い
力
な
■
力
の
庇
託
い
■
に
よ
、
↓
イ
≡白
対
”
ケ

↑
を
田
ろ
う
二
十
る
の
は
、
い
た
し
当
然
で
工
り
、
ま
十１‥
、
そ
れ
に
よ
（

て
の
ユ
女
心
を
得
る
こ
上
が
で
≡
ユ
一の
で
あ
る
．

句
枚
の
支
配
を
脱
し
た
鳥
拒
と
は
、
何
取
い
討
代
を
恐
れ
た
か
ら
ご
あ

る
う
か
、
１１１
元
前
ム
●
・年
代
め
に
り
頃
に
は
、
矩
い
川
間
で
は
れ

一
に
，

一
１０
！

れ
ど
も
無
を
作

「
て
注
に
降

「
た
こ
と
が
あ
る
，
成
に

句
収
は
由
方
に
田
り
、
ヽ
た
い
■
り
て
Ｉ
ィ
■
「
を
削
■
、
ｒ

”
わ

た
ぃ■
方
午
片
り
延̈
る
ケ
丸
！
争

一
時
ク的
と
に
い
え
、
渋
に
技
近
し
た
こ
た
一に
■
は
し
た
い
，

尚
洪
ヽ
末
叫
に
な
る
北
け
鳥
Ｆ
部
落
の
内
却
‐４‐こ
託
鳥
‐―〓
位
者
と
い
つ
■

が
派
遣
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
．
馬
拒
を
慌
祝
す
る
投
目
を
ケ

↓在
ら

れ
た

社
者
か
、
使
卜］
中
内
部
庁い浜
下

れ
て
い
た
一▼
ふ

ら
〓

？

、

当
い
の
鳥

肛
内
部
に
は
、
相
当
に
洪
の
４
カ
が
注
透
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
京
一洪
の

凡
障
に
対
す
る
”
と
は
、
何
■
】向
に
馬
拒
的
小
力
を
■
何
匁
牡
Ｌ
に
利
用

し

担
Ｔ

々

■

い

，

一ｆ

ｉ

る

よ

一′
に

一
≡
！
た

■

！‐
一
■
！

一

〔

に
高

≡

！

持
に
い
ｔ
Ｆ
≡
≡
Ｔ

十
■
押

耐
―」
一ｉ

‐１十
」
一二
ｉ
十
＝
、

‐
１１！ｆ
“
い
Ｌ

力
を
札
椰
に
＝
Ｌ
　
十

、
十‐‐‐…，
Ｌ
Ｌ

「
イ
一
，デ，
■
一相
！
こ
」
■
う
■
■
ｉ
庶
を
、

「

収

一河
代

に

際

Ｌ̈

ヤ
≡
行

な

お

う

Ｌ

す

る

に

〓
丁

た

り

で

あ

る

．

王
杯
女
付
の
呼
燿
」
、
再
ご
旬
収
め
杯
，‐十
的
ｔ
配
に
抗
い
た
ヽ
市
炊
か
、

句
炊
内
討
仕
に
差
一
ｆ
・敗
北
し
注
に
任
助
を
求
わ
た
二
二
か
Ｌ
、
■
井
の

吊

”

利

用

と

い

う

政

掟

か

竹
ｆ

た

さ

れ

た

い

て

は
あ

る

が

、

十

の

時
，日

析

は

、

！
′
七

十

ド

〓

孫
あ

■

力

下

に

一柿

４

さ

れ

イ

、

た

ｔ

ｉ

”

支

配

に

ち

Ｉ

オ

じ

て

い

た

の
ｉ
ｒ
．
付
一な

か

十

一
一「

代

―，
常
に

ル
古

・、

詰

部

ｒ

＝

屯

■

し

め

ｈ
れ

る
■

Ｌ

，

か
ヽ

札
ｉ

ｉ

た

め

に

　

＝

―ＩＨ

十
品

ｉｔｔ

た

し

て

い

た

の

で

あ
〓

】
か

、

し

か

し

〓

革

い

い

い
拒

　

一

池

に

ｌ
ｒ，
ｉ
て

す
て

■
ル‐‥

―
‐
こ
」

「

、

世

上

め

ＩＬ

理

官
成

ｆ

よ

う

に

せ
■

十

　

　

（〓

一一
小中
一
・
十わ
え
，　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

！

ｆ
一　
句
奴
ど
こ
内
好
代
を
Ｌ
Ｌ

ナｉ．十
一、

共
の
質
抑
を
誘
い
て
以
て
究
と
ち
―
一、
余
は
者
、
高
蚊
し
て
一之
十
晟

■
し
む

と
い
う

よ

う

に
、
彼

ら
を
再

び
勢
力

凹

内

に
編

入

し
て
し
ま

「
た

の
で
あ

一
つ

け前
汁
一代
の
十
ア
ジ
ア
外
〓
ｔｉ．ム
は
、
た
と
仰
ャ奴
の
一
一人
勢
力
十
品
よ
いた
ｉ
刊
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い
て
お
り
、
洪

・
句
奴
の
両
者
と
も
、
自
か
ら
の
優
位
を
保
つ
た
路
に
、

用
田
の
弱
小
詰
旗
を
そ
の
勢
力
下
に
編
入
す
る
努
力
を
怠
た
ら
な
か
！
た

こ
と
は
、
周
知
の
事
実
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
武
帝
以
後
の
漢

・
句
抗
争
の
中
心
が
、
西
域
の
争
姿
で
あ
っ

た
が
故
に
、
漢
が
オ
ア
シ
ス
詰
口
を
編
入
す
る
際
に
み
せ
た
よ
う
一一金
カカ

を
、
漢
に
と
っ
て
Ｌ
経
済
的
な
価
値
も
少
な
い
ラ
オ
ハ
河
流
域
の
キ
に
族

に
対
し
て
は
せ
す
、
王
奔
が
え
権
を
握
る
ま
で
、
さ
し
て
注
目
を
■
Ｆ
さ

な
か
っ
た
こ
と
は
、
理
解
出
キ
る
の
で
あ
り
、　
工
力
旬
ク奴
か
、
キ
一漠
よ
策

上
か
ら
彼
ら
を
利
用
し
た
の
で
は
な
く
と
も
、
商
品
工
し
Ｋ
の
厚
一革
及
び

奴
撤
の
供
給
涼
と
し
て
、
い
ち
は
や
く
鳥
植
族
一を
そ
の
支
配
下
に
せ
い
て

い
た
こ
と
は
白
一明
の
事
実
な
の
で
あ
る
．

し
か
し
、
子
の
持
恒
支
配
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
紀
元
前
占
●
年

代
に
一
応
の
終
一結
を
み
、
後
漠
れ
頭
の
時
州
に
は
新
ら
し
い
関
係
が
、
旬

奴
と
烏
恒
の
間
に
生
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

二
年
の
勢
カ
ト
か
ら
何
奴
に
走

っ
た
烏
桓
人
を
、
呼
邦
而
戸
道
年
卓
子

が
日
逐
王
比
の
硫
一酷
下
に
お
い
た
こ
十
一は
、
比
に
、
痢
〕奴
の

『
南
逆
及
び

鳥
桓
を
部
任
理
せ
し
め
て
い
た
こ
と
か
ら
範
う
こ
と
が
で
き
る
。

両
淡
夜
代
町
か
ら
後
漢
初
頭
に
か
け
て
の
句
一奴
と
鳥
桓
に
は
、
前
決
代

に
は
ふ
ら
れ
な
か
っ
た
新
ら
し
い
動
≡
が
現
わ
れ
て
く
る
コ
そ
し
て
、
そ

の
新
し
い
勁
よ
こ
そ
、
両
者
の
間
に
芽

―生
え
た
連
合
の
形
貯
と
し
て
、
と

ヽ
え
る
こ
と
か
で
ま
る
の
で
あ
る
！

打
末
よ
り
後
没
の
拘
め
に
か
じ
て
の
群
准
か
、
何
奴
攻
び
烏
恒
”
力
を

報『寺い印卵車れ車巾一中一品中卿輸拶第廟十向一Ｗ中”一抑蜘「″ちい・

奴

・
鳥

恒
連

合

の
初
期

の
姿

を
明
示

す

る
も

の
で
力，
る
。

し

か
し
、
句
な

・
鳥

梅
連
合

は
、
旬
奴

が
中

運
北

辺

に
使

入

し

て
、
経

済

的

日
間

か
ら
掠

盗
行
・れ
を
行

な

う
際

に
鳥

恒

の
兵
力

を
利

用
す

る
拒

事

，師
固
高
＝
日
″休
が
、
斗

０
■
目
的

で

あ

っ
た

と
ｔ

ｉ
〔
カ
ダ
け
の
で
あ

る

が
、

そ

の
よ

，
な
助
尚

は
、
一記
景

に
ｔ
ｔ
武
市

の
１１１，
止

Ｈ
■

に
散

孔
十

る

の
■

，
２２

・

キ
■
あ
一つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一距
〕

郵
支

単
す
が
、
母
居

の
兵
を
利
用
し
て
吊
一林
高
使

を
行
な

「
た
例
力
一引

く
ま
で
も
な
く
、
匂
）奴

は
そ
の
対
外
関
係
を
有
刊

に
準
び
く
た
め
に
、
ュ

一民
族

の
力
を
借

り
る
努
力
を
行
な

っ
て
い
た
の
て
あ
る

式
常

の
河
西
西
郡
ユ

世
に
よ

っ
て
、
そ
の
関
係
を
町

た
れ
た
た
粧

に
対

し
て
も
、
句
奴

の
同
硯
関
係
樹
立

へ
の
努
力

は
続
け

！‐≫
れ
て
い
た
ぃ

生
帝

の
元
康
西
年
十
１
紀
元
前
六

二
―
―

に
、
狼
何

な
る

一
和
雄

が
、

使

い
才
道

わ
し
て
句
奴

に
至
り
、
兵
を
結
，
イ
一部
半

・
致
雌
を
撃
ち

と
称
い
い
抑

ヤ
巾
十
巾
”
輸
中
一
”
れ
は
、
抽
掌
抱
□
！も
語

「
イ■
卜す
ｏ
ｉ
ｔ
っ
ほ
瑚
ャ科
力

小
狂
族

の
発
案
ｔ

ｔ
な
く
、
御
ャ奴

の
働

ら
≡
↓か
い
に
よ

っ
て
計
【両
さ
れ
た

事
件

で
あ
る
、

と
考
え
る
の
か
妥
当

で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
考

え
て
み

る
と
、
光
族

の
内
部

に
は
、
当
一時
決

の
К
一視
官
が
送
ら
れ
て
い
た
の
一み
で

は
な
く
、
句
奴

の
史
者
も
林
よ
十し
て
、
七
校
を
石
決
ｋ
策

の
上

か
ち
利
用

十■
、
く
活
的
ｔ
〓
・イ占

一≡
ア
」
を
知

――
キ
る
の
で
に，■

″
、
そ
し
て
ま

■
、

句
奴

・
数

々
七
人
を
話

い
、
之

と
主

に
性
技

・
氾
よ

の
地
を
撃

ち
て

！
，ｔ
を
―
・て
之

に
置

ら
し
め
ん
と
欲
十

」
い
う
よ
，
Ｗ
ヽ
句
炊
は
ヽ
光
校
と
の
述
合
関
林
樹
立
に
努
め
て
い
た
こ

と
が
「分
る
！

こ
の
よ
う
な
比
妖
上
の
■
合
”
門
的
は
、
祥
お
的
に
■
，
な
西
Ｌ
”
碓

件
を
、
出
の
内
方

（
の
通
路
を
述
柿
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
田
ろ
う
Ｌ

す
る

も
の
で
あ

「
た
こ
と
は
、
改
め
て
い
，ｔ
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
」

し
か
‐
一、
こ
の
よ
う
な
光
校
に
対
十
る
連
合

（
の
働
一れ
一
か
け
ほ
ｉ
十‐‐‐

ｉ出
二
年
―
―
記
元
山
六
市
‐「
―
に
，
故

‘ブ，
光
族
が
眸
服
一し
、
そ
の
年
”
秋

に
日
と
王
先
杵
一押
が
降
し
、
句
奴
に
況
乱
が
■
‐―，
れ
る
に
及
Ｆ
ナ
一、
≡
一に

不
成
功
に
終
る
の
で
あ
る

句
収
の
内
市
Ｌ
の
連
合
は
、
元
族
と
の
そ
れ
の
よ
う
た

「
明
白
在
政
治

的
Ｈ
的
ャ
」も
「
た
も
の
で
は
な
，
「！
た
か
、
作
杯Ｒ
れ
再
一年
い
け
え
・何
奴
と

吊
桓
と
の
関
係
は
．
句
奴
か
ヽ
任
抜
を
、
向
行
Ｌ
と
対
等
の
立
場
に
工
つ

も
の
生
し
て
だ
め
る
に
至

っ
た
こ
と
″
子
千

よ
う

で
は
た
ふ

で
あ
ろ
う
か
、

と
い
う
の
も
、
日
逐
王
比
に

‐キ
領
」
さ
れ
イ
、
句
奴
に
従
属
し
て
モ
の

単
力
下
に
編
入
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
な
ら
は
、
記
任
に
、
句
収
Ｌ
烏

に
、
と
い
う
こ
つ
の
勢
力
を
併
記
す
る
必
要
増
な
く
、
先
に
述
べ
た
お
く
、

馬
恒
が
旬
攻
円
の
構
成
分
子
の

一
つ
で
あ
っ
た
時
町
の
記
録
の
よ
う
に
、

「
句
収
」
と
い
う
言
葉
に
合
め
て
記
載
す
れ
ば
よ
い
の
で
一あ
る
か
い
、

ま
た
、
句
奴
と
持
恒
を
区
別
し
た
記
録
が
攻
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
■
、

後
漢
初
頭
の
鳥
極
勢
力
に
対
し
て
、
中
田
側
Ｑ
関
心
が
強
ま
っ
て
■
た

こ

と
を
も
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
．

宇
某
、
当
時
の
中
国
十
は
、
Ｌ
に
ホ
兵

る
よ
う
に
、
口
逐
王
比
●
投
峰

の
工
に
よ
っ
イｉ
ｔ
辺
に
王
瑞
神
ぶ
↓訪
れ
■
一
わ
け
で
は
な
く
、
一
これ
に
荒
祢
ナ
．

鳥
極
族
が
降
服
し
た
と
き
に
は
ど
ん
て
、
漢
代
を
し
て
配
れ
逆
牢
事
■
り
，

Ｌ
を
者
の
言
を
い
才，
し
め
た
ょ
つ
に
、
後
洪
に
Ｌ
「
て
は
、

に
、
打
た
に
局
に
に
対
処
す
る
必
映
が
生
じ
ブー！‥
こ
と
を
竹
〕

戸
・こ■

れ
内

り
朽

奴
一よ
一射
し
辺

に
老
瞥

無

し
．
鮮

坪

。
Ｌ
情

並

ひ
入

り
て

一
ユ

ヽ

「
円
一収

十一，

時
に
市
申
ｆ
間
を
称
十
一
舟
恒

。
鮮
叫
並
ひ
水
リ
イ
一人
川
寸

と

い

う

記

録

を

み

る

と

、
■

決

れ

預

の

拘

奴

の

林

求

か

、

そ

の

同

脱

ヤ

ん

る

キ
在

に
，

え

る

影

絆

も

ま

た

、

大

な

る

も

の

で

あ

「
た

ヤ
Ｔ

≡
を

十，

う

こ

Ｌ
ｉ
み
で

ヽ

すつ
で

あ

る

う

待
Ｔ

て

、　
こ

れ

ま

で

■

，　
一一↓工
竹
‐い
う

に

、

両

＝
特
ク
一代

糊
「
か

ふ

後

捉

の
初
一

【

に

か

一け

て

の

句

奴

十
工
馬

に

”

関

係

は

、

前

渋

代

の

如

十

支ヽ

配

≡
紋

支

岬

の

閣
”係

で

は

な

く

、

よ

り

■

十

の

立

場

に

立

「
た

同

解

関

係

と

み

る

こ

イ
ー一
一

か
で
き
、
一
の
活
動
わ
ｒ
を
、
句
故

・
島
位
連
合
の
Ｌ
キ
一と
し
て
、
レ」
ら
・

え
る

こ

と

、か

で

≡

る

の

で

あ

る

中

Ｗ
Ｙ

句
収

・
鳥
恒
連
合
は
、
こ
の
後
、
工
世
紀
前
半
に
至
る
ま
で
現
わ
れ
て

こ
な

中

止

「
■
今
後
は
、
旬
ャ奴

。
鳥
恒

ｉ
立
た
い
〓
者
の
問
，体

か
Ｌ
、

延
合
の

一
時
的
終
局
を
も
た
ら
し
た
原
因
と
、
そ
れ
に
対
す
る
後
淳
万

対

策
に
就
て
ヤ
）え
て
ゆ
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

後
渋
初
”
の
制
，匁
と
、
再
ひ
草
ｆ
位
継
水
問
旭
が
よ
而
化
し
、
政
治
的

‐十二喪
徴
へ
の
”

一
歩
を
恥
み
だ
し
た
時
瑚
に
当
り
、
■
の
と

辞
年
■
蛙
本
地
数
千
里

一■
・ヽ

下

ム

ド
一
く

市
折

一
て

、

キ
す
い巾
的
大

半

ど
郁
す

十

・一
的

度

塙

に

一
″
か

っ
イ
折
“

てつ 仁J
―
て 文々
よる と

中
 t )
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″
・
・
」
め
一瑠
〕
　
十
一
‐、Ｖ　
わ
れ
一つ
十
ｆ
つ
一体
一人
技
一
】
すか
」“
ャ
せ
、　
二
・ハ々
ヤ
一
キ
Ｈ
時
巾
一Ｌ
“≡峠
　
」

～“
勁
稲
り
色
す
ユ
え
て
い
ん
ャ

こ
の
よ
う
な
情
沌
の
下
に
日
と
土
比
は
、

ｒ
原
の
無
を
歓
≡
、
よ
く
藩
位
Ｌ
あ
っ
て
北
距
を
キ
空
せ
ん
こ
Ｌ
を

願
い

‐！‐．ず
ヽ
仕
武
二
十
四
年
十
１

紀
元
阻
べ
―
―
に
使
決
に
降
り
、
こ
ヽ
に
、

句
奴
Ｌ
再
Ｊ
分
Ｐ
Ｔ

る
に
至
る
の
で
あ
る
．

こ
の
、
日
逐
Ｔ
比
の
世
降
、
と
，
っ
事
件
に
門
い
し
た
か
の
よ
う
に
、

＝
年
に
は
ヽ
恒
張
の
控
峰
と
い
う
事
実
か
■
れ
て
い
る
。
■
れ
は
、

仕
武
二
十
■
年
、
吊
丸
の
大
太
郎
ｉ
竹
ＩＬ
千
余
一代
、
■
を
キ
い
て
一湖

一
詰
十
．
モ
費
■
剛
を
封
し
て
伎
王
と
る
ｆ
十
代
卜
合
ム
、「
楽
ド
に

は
ら
し
め
、
ま
“
属
円

・
述
山

・
右
北
平

）
漁
＝陽
・
広
陽

・
ｌｉ
キ

・

代
邦

・
町
出

・
六
原

。
川
方
語
部
内
ヰ
に
市
別
下

，

柾
人
を
＝
工た
し
て
一
い
太
止
を
作
し
、
＝
府
亨
・＝
≡
て
Ｌ
モ
ヱ
，
一

佃
推
せ
し
を
　
古
だ
洪
”
一惟
怖
と
る
Ｌ
ヤ岩
円）打
丁
鮮
手
を
峠
た
■
を

一
ぃ

一

二
ギ
「・も
の
一
、あ
一え
、

先
に
、
こ
”
ｔ
折
四
九
年
の
　
用
上
を
代

・
…ｔ
上
ｆ

ｉｉ
芝
ｉ
比
”
十
一Ｈ

〓
！門
‐ｒｌ，
一し
た
か
い
よ
う
に
、
　
二
・

〓
■
”
末
、　
一馬
に
≡
立
，
す
一的
取
と
位
と
も
ｆ

上
い
う
例
を
引
く
す
で
も
な
く
，
円
炊
た
に
れ
は
同
盟
問
保
に
あ
い
イ
山

冷
々
形
成
し
、
一
い
う
え
、
日
返
エ
ーーｉ
性
句
炊
う
‐１モｉ一部
を
領
た
し
、
そ
れ

枚
に
ヽ
に
を
指
押
し
て
い
た
と
い
う
問
保
か
‐卜ぅ
、
句
収
≡
キ
朽
止
合
お
ｌｉ

体
は
、
日
と
■
‐ｌｉ
を
中
心
と
ｆ
ろ
刊
収
と
、
榔
上‐
一ら
十
一中
心
Ｌ
十
る
，
恒

亡
あ
り
、
政
治
的
不
泣
か
ら
降
一
た
ｊ…ヒ
に
よ
る
何
作
か
安
【Ｗ
り
ま
か
，
か

と
れ
拍
侑
刊
≡卜五
ぃ
琳
一
二

十
ｒ
か

↓＞
″
巧

た
】勺
，
一、　
二

内
　
「
士
」
に　
庁
，
、　
一
」

（
１４

）

ｒ
≡
小

し
た
よ
つ
に
、　
格
．税
‐　
イメｊ一意
味
十
一れ
≡
しか
↓，
、　
≡門
句
収
を
監
批
十
二
一仕

削
り
を
も
持

”
て
い
た
の
十
卜
ろ
う
。

怖
中
諭
”
叫
中
に
卜
供
↓沖
岬
」
」”
』
一 （中
に
一
仰
一↓
十
峰
」
中
一″
一
「
一
”
庁
〔
押
一
一
報

く
、
班
に
の
、

烏
値
は
大
■
に
時
に
し
て
好
み
て
老
蚊
を
れ
十
ｎ
若
じ
久
，
…
攻

証
し
て
而
し
て
裕
領
す
る
ュ■
無
く
ば
、
必
う
十
復
ん
居
人
を
に
よ
せ

た
。但
た
■
降
撮
吏
に
委
ぬ
る
は
、能
く
制
す
る
所
に
丼
吉
る
を
な
る
，

Ｉ
愚
、
以
る
、
■
じ
′
在
た
品
臣
枚
帖
を
に

か
ば
、
献
に
付
■
に

析
有
‐―
〓
Ｈ
■
内
辺
は
を
■

か
十１一

」
い
う
上
古
〓
忙

「
て
、
高
句
収
に
使
的
取
山
郎
将
を
設
け
た
よ
う
に
、

‐
上
一特
に
胡
」
Ｌ
い
う
役
取
を
持

う
た
荘
持
高
校
村
を
置
い
て
、
号
に
族

内
指
＝
監
督
に
あ
た
ら
せ
た
内■
、あ

「
在
コ

忙
「
て
、
面
一右
の
投
降
を
契
扶
と
し
て
、
痢
ャ収

・
鳥
一拒
逸
合
が
約
キ
世

世
間
に
ｋ
キ

一
時
的
な
終
浩
！
ユ
せ
た
原
因
は
、
化
句
空
中
郎
将
Ｌ
た
烏

＝
使
柑
に
よ
る
碓
税
の
徹
底
、
言
☆
を
共
え
て
い
た
は
、
市
匂
牧
■
，
吊

”
に
対
す
る
後
・農
の
政
策
い
成
功
、
と
い
う
点
に
求
め
る
こ
と
が
出
■
る

い
で
，め
・つ
ロ

Ｖ

た
に
に
は
は
の
設
に
に
つ
い
て
〓
円
志
は
、
尚
述
の
焔
く
、
北
式
市
の

時
に
降

っ
た
鳥
に
拡
に
対
す
べ
く
こ
れ
を
設
け
た
め
で
あ
る
、
工
一正
述
し

て
い
る
中　
一
方
後
注
昔
は
、

吊
臣
に
■
し
て
で
ど
，―′
た
か
、
あ
る
い
は
、
す
上
Ｌ
「
枚
Ｈ
ｈ
い
仕
，
一を

ェ
切

ャ
た
比
Ｌ
関
係
う
津

か
「
た
鳥
恒
か
、
上
何
収
”
報
仁
を
は
十
一
か

ニ
ト
ー
　
”
≡
Ｌ
く
は
そ
の
両
方
の
原
因
に
よ
■

て
‐―
　
‐ｉ…―
古
〓王
１，ｉｔ
一
た

と
北

「
イ
≡投
降
Ｌ
た
の
モ
は
な
‐、い
で
あ
ろ
う
ム生

と
考

え
る
か
ら

で
一
あ

〕勾
・．ッ・一、し

イ
、、　
〕て
の
体
に、
Ｐ
仰
打
一
・
鳥
括
に
、
丘
〈を
一姓
―，
れ
イ
、「
を十
一学
一十
」
と
い

・う
よ
う
な
謂
〓録
ギ
、
二
世
紀
市
一半
に
至
る
ま
で
ユ
ｈ
・れ
な
い
い
一い
、
高
い古

が
相
次
い
で
投
性
一一し
た
事
実
こ
モ
が
、
「
一奴

・
品
位
述
合
の

一
時
的
に
粘

を
も
た
キ
ヤ十
契
汁
丁
一な
「
た
事
件
で
あ
「
工
祈
″
ら
で
あ
ろ
う
」

後
渋
に
二
十
イ
、
■
の
北
何
ッ収
対
掟
■
か
‐、
後
１！♪
十
二刊
川
し
伴
る
、
と

い
う
点
で
は
有
刊
★
事
件
で
あ
≡
た
こ
の
両
子
の
相
次
ぐ
投
降
は
、
他
方
、

一■
‐り
を
授
肋
下

え
り
，一
で
は
一ケ

性ヽ
初
す
一与
格
ヶ
を
も
、
■
せ
し
れ
た
内
　
年

て
あ
「
た
！
何
」
な
れ
た
、
彼
ら
は
芝
々
北
”
だ
一性
八
し
、
―‐ェー
梯
関
係
を
　
っち

私
ザ
ん
一で
卜】一
点
″
イ十ｒ
にの
一つ
よヶ
ドっ
」

後
世
は
、
高
句
収
及
び
持
何
を
監
初
し
か
一，
標
助
す
る
官
と
し
て
、
前

，Ｐ
」
Ｌ
位
卸
一奴
！…１．
郎
将
を
、
後
者
に
，いいた
時
社
は
用
を
注
世
し
て
、
モ
‘ブ”

一
〓Ｌ
一一」
ム
ウ
■，ド
中
↓一
工」
！

住
式
■
十
六
任
‐
‐
‐
戒
元
ｉ
ｔｉ十
一―
―
に
、　
ｉ十‐…
向
収
中
■
ド
を
■
れ
た
――．１

可
炊
は
、
た
社
内
採
た
セ
求
れ
て
任
内
に
，
り
住
み
、
二
れ
に
対
―
一イ
佐

一民
に
、”始

め
て
位
句
投
背
郎
将
を
＝
く
ぃ
兵
を
ヽ
い
イ
．之
を
街
江
せ
し
な

Ｌ
あ
る
よ
う
に
、
従
旬
奴
中
郎
将
を
世
■
て
、
市
ら
ヤ
■
事
的
に
授
拘
し
、

一
の
う
え
比
に
ｔ
ナヘ
か
、
位
句
炊
中
郎
将
＝

．取
い
■
准
句
「枚
巾
郎
将
上
称
十

Ｉ式
市

・
撃
坊
将
軍
弔
去
病
を
，ｉと
十
一　
一雇
】
去
病
鰐
ち
て
句
奴
め

■
地
を
使
モ
，
一囚
り
て
吊
に
を
、
Ｌ
得

ｏ
漁
陽

・
布
北
■

・
准
西

・

Ｉ
代
の
■
椰
の
Ｉ
外
に
■
し
、
世
い
快

十１．４
し
て
ｍ
．奴
中
勁
前
ｔ
挙

「
一
‐し

一
じ
．

共
”
大
―
、，
境
に

一
た
ひ
刊
兄
十
　
一Ｌ
に
い
て
始
れ
て
荘
鳥
に
枝

肘
を
置
く
．
秩
ェ
千
石
″
・師
士
擁
し
て
稀
領
し
、
句
奴
！
交
通
す
る

ナ
れ
竹
〓
」
ら

し

を

し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｉ
≡

と
洋
一門

一口
枚

肘

”

設

置

に

つ

い

て

述

べ

て

い

る

。

句
奴
と
烏
に
う
相
次
ぐ
投
降
に
対
処
十
べ
く
設
け
ｈ
ャれ
た
二
つ
の
Ｔ
職

の
う
ち
、
使
旬
反
中
郎
将
に
Ｌ
問
極
は
な
い
。
し
か
し
た
烏
“
枚
樹
に
門

―
て
に
、
二
れ
か
予
け
―，
れ
た
は崎
”川
に
一胤
い
イ
一兵
附
下
れ
一
る
い
て
あ
る
ぃ

趣

捉

は
、
徒
淡

書

上
工
田
志

に
は
、
前

主
記
述

を
■

に
十

る
例

は

あ
え
〕

，ｒ↑殉神埓一帥輸．”市れ‐！〓こ一」庫めちいいい性伸帥巾一中巾巾一巾一

・批

い
て

の

■
説

に
、
両

存
す

る

こ

と
が
許

さ
れ

る

で
≡，
ろ
う

か
，
否

ｔ‐

従

っ
て
，■
た

な
七

年

の
対
攻

は
、
註
鳥

拒

横
高

は
如
何

な

る
情

妃

の
下

で

い

つ
新

土
ど

れ

た
の
で
あ

る
一う

か
、

Ｌ

い
う
問

題

な

い
で
あ

る

，

だ
鳥

に
，

府
存

十＝

の
時

期

そ
明

ら
か

に
十

る

Ｌ
と
は
、

た

≡
単

に
、
吊

れ
族

に
対

処

す
る

と
い
う
役
職

を
持

っ
た
■

が
設

け

ら
れ

た

の
は

い

つ
て

あ
ろ

う
か
、

と

い
う
■

に
帝

ま
る

の
で

は
な
く

、
烏

拒
族

が
、
対
旬

奴

究

上

か
ら
中

日

に
利
用

さ
れ
る

に
至

っ
た

の
は

い

つ
こ
ろ

で
あ
ろ

う

か
、

と

い
う
点

に
あ

る

の
で
あ
っ

，
そ

れ

は

、
下
だ

言

栗
を
換

え
て

い
う
な

ら
ば

、

鳥

に

か
句
夜

の
支
配

を
脱

し
、
中

国

の
勢
ヵ
固

内

に
編

人

事
れ
る

と

い
う

情

ち

が
仁

れ
た
時

を

、
前
淳

・
後
洪

の

い
十

れ

に
求

む

つ
▲

ゴ
か
、

Ｌ

い

| ど 卜j
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う
‐１１１
也
な
の
で
り
，

後
た
ｆ
の
記
無
に
拠
る
と
、
だ
持
れ
枝
肘
は
、
前
世
武
市
の
時
に
，
軍

任
去
店
が
的
炊
の
な
方
領
土
を
及

「
た
内
で
、
当
地
に
散
在
し
て
句
攻
に

従
嵐
し
て
い
た
ヽ
に
次
を
、
中
円
束
北
語
部
の
空
外
に
移
住
せ
し
，
、
洪

の
た
め
に
旬
奴
に
対
す
る
！慎
挙
を
行
な
わ
せ
た
，
そ
こ
で
、
帰
い
し
た
鳥

朽
抜
に
対
し
て
、
使
ら
か
切
■
生
内
近
す
る
こ
と
を
防
ぎ
監
督
ｆ
る
た
め

に
一に
「ｔｒ
卜‐”
■
■
一”
一ｔ
，↓
〕一
　
，
一卜
う
）」工
一に
よへ
一勾

一任
】
去
ｈ

・
半
ち
て
句
女
の
左
地
を
及
る

Ｌ
い
う
中
件
は
、
武
市
の
充
狩
円
午
―
―
紀
元
前

一
一
；ナＬ
‐
―

の
二
ｒ一で

あ
る
か
ら
、
後
た
書
烏
恒
依
が
討
一す
よ
う
に
、
有
の
事
件
を
も
つ
て
た
烏

れ
枝
村
設
置
の
動
代
と
考
え
る
な
ら
ば
、
江
鳥
荷
枝
村
は
、
こ
の
年
に
設

け
ら
れ
た
千
た
よ
一る
の
で
ｈ
ｉ
Ｌ

こ
の
記
Ｒ
が
〓
＝
，
〓
■
ろ
う

イ，
う
■、
、
し
ば
ぁ
く
前
没
と
烏
拒

二
一
距

体
！
ら
モ
在
子
」～

た
て
，、
た
い
「

両
者
の
政
治
的
問
体
を
■
十
史
村
十
一渋
■
に
求
品
る
と
、
次
に
引
十
二

例
が
、
そ
の
初
出
・▼
も
の
千
ナ
〕
・▼
与
」知
■
古
山ち

、

渡
ｋ
鳥
植
ｋ
十
，
中
郎
将
お
明
丈
を
以
ホ
す
と
将
年
と
わ
し
、
北

辺
七
部
の
二
千
騎
に
村
と
し
て
之
を
畔
た
し
む

・嶋
悔
復
ュ．／一存ム
ヤ
犯

す
。
庁
ヤ一遊
将
軍
海
明
一ム
エγ近

十

し
て
■
ラキ

た

しヽ
か
）

と
い
う
記
根
で
あ
る
「

こ
れ
に
拠
る
と
、
組
元
洵
Ｌ
八
年
に
、
馬
桓
荻
卓
初
め
て
於
の
と
ポ
に

使
へ
し
て
．敵
対
ｉ
見
を
に
し
十
二
Ｌ
Ｊ
ち
る
い
一
れ
る
，

前
記
の
例
に
、
「道
貨
烏
に
反

・
と
記
さ
れ
て
い
る
と
束
鳥
旭
Ｌ
　
″正

で
あ
ろ
う
と
Ｒ
一わ
れ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
史
生
は
、
こ
の
事
件
に
十
・処
す

べ
く
、
新
た
に
、
「，烏
値
胡
を
撃
つ
」

十
ふ

う
使
割
り
を
一持
っ
た
と
こ
ろ

の
蛇
遼
将
軍
と
い
つ
官
を
、
設
置
し
た
こ
ナ
手
キ敦
ぇ
て
い
る
の
で
あ
る
。

武
市
の
時
に
設
け
ら
れ
た
長
ホ
校
肘
は
、
胡
時
検
出
な
ど
と
共
に
、
投

昨
し
た
堅
民
族
の
兵
士
を
支
配
続
率
し
て
い
た
ｆＴ
で
ぁ
る
ッ　
　
　
・守
）

も
つ
と
も
、
長
水
枝
職
は
、
長
水

・
工
曲
の
刊
硫
を
学
ど
「
て
，
た
の

で
あ
る
か
ら
、
使
十共
書
に
児
え
る
辺
部
の
空
外
に
居
住
を
辞
さ
れ
た
た
恒
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ていた官で■ろう一■４最学のよ民に、

束

部

内

に

移

住

し
て

い

た

鳥

板

次

〃
、
十
一
い

う

意

味

で

は

な

く

、
比

に

先

打
】

が

指

価̈

さ

れ

た

よ

う

に

、

ヤ
■

■
郁

婆

外

に
枚

Ｆ

し

て

い

た

ん

」拒
技

″
　

の

一意
味
十
で

あ

ろ

う

中

■

に

こ

の

「
江

メ

舟

！他

」

ネ
々
、

渋

普

に

は

一記
さ

れ

て

い
一
ら

十

、

↓後

”注

■
，

に

の

■

伝

え

り

れ
て

い

る

生

二

ら

の

、

武

行

代

に

Ｉ

郡

坐

外

に

移

〓村

せ

し

，

汁

持

に

拡

の

う

ち

の

、

い
一夜

印

■

外

に
信

れ

！
計

≡

れ

た
１
、
の

で

‘
ら

る

、

！
Ｆ
】
ャ
≡
≡
●
”

〓

‐―
十
一一一ｒ‐―
に

すい
ギ

・つ
の

で

に

な

い

才ｔ
＋
，ｒ
わ
工
″
れ
ウ

何
ど

こ

れ

は

、

洪

古

に
見

え

る

こ

の

「
泣

■

烏

市
Ｆ

が

、

も

し

も

、

作

淡

普

ハ
〕
一伝

え

る

馬

何

次

の

こ

と

で

あ

る

な

ら

は

、

彼

ら

に

対

処

す

べ

く

融

け
ら
れ
た
と
後
洪
苫
か
述
ボ
て
い
る
経
鳥
“
校
常
は
、　
一
体
、
何
を
し
て

い

た

０

一で

あ

る

う

か

、　

と

い

う

疑

問

を
抱

く

か
Ｌ

で

あ
六

■

度

江

市

軍

と

い

う

ｆ

名

は

、

て

十

延

り

、

在

……‐‐

十

”
■

て

外

征

す

る

将

Ｔ

，
ｉ
ギ

せ

↓
れ

イ，一
も

の

で

ふ
一
る

！

こ

ヽ
十
一
宅

ネ

ｆ

）
丁

あ

出

ｌｔ

な

い

事

■

●

、

市
刊
「男

”

例

だ

復
た
句
取
ｒ
皮
布
税
を
与
う
る
を
得
せ
し
む
る
け
れ

と
十
怖
】
一
の
子
示
が
原
因
で
鳥
恒
は
旬
奴
と
争
い
、
そ
し
て
敗
北
し
て

後
、　
一
時
は
王
抹
吉
そ
の
力
を
利
用
さ
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
・が
、
前
決

末
に
鳥
恒
の
動
神
を
監
視
し
て
強
い
影
響
を
使
ら
に
及
村
比

て
い
た
．
丈

は
、
経
鳥
や
故
用
で
は
な
く
、
た
ん
拒
使
≡
な
の
で
あ
っ
た
。

一
Ｖ

た
ヽ
恒
柱
樹
丁
日
じ
よ
う
■
役
Ｈ
を
持

っ
て
ェ
民
族
に
対
処
す
べ
く
設

け
ら
れ
た
―、あ

に
、
詮
光
杜
村
が
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
イ
応
勅
一は
、

武
常
世
く
、
秩
は
比
二
千
石
、
飾
を
持
し
て
以
て
由
光

・を印
一

と
、
経
尭
枝
出
は
前
世
武
市
の
一時
に
設
け
ｈ
′れ
た
と
ホ
天

て
い
る
。

こ
先
質
４
ま
―！‥
、

武
荷
の
時
、
詰
光
七
を
ち
し
、
坂
服
竹
な
し
，
力
ち
は
村
を
出
く
。

姉
力
一持
し
て
降
キ
一ヶ
≡託
る

と
応
納
あ
渋
官
債
と
同
じ
よ
う
に
、
一
の
世
世
を
式
市
う
治
世
庁」十
め
て

一
５３
ヤ

い
一一
ゃ

な
る
に
ど
武
特
の
時
】に
は
河
西
を
領
有
し
、
何
枚
二
北
校
と
の
町
中係
を

断
「
た
の
で
あ
る
か
ら
、
も
し
そ
の
時
光
が
眠
に
し
て
き
た
の
で
あ
る
た

ら
ば
、
光
校
に
対
処
ｆ
べ
き
官
を
設
け
る
ド
ャ
・情
外
は
あ
っ
た
ム
ｉ
、ャ竹
打

な
い
っ
し
か
し
託
光
技
尉
は
、
武
帝
の
時
に
た
け
ら
れ
た
の
て
は
な
か
≡

」を

一て、
・一
｛
貞
う
に
、
一ど
■
刊
女
●
芋
代
末
明
う
光
拡
に
、　
一
■
洪
に

〔
れ
の
せ
支
を
採
る
キ
■
一―卜
て１，
っ
た
か
、
す
る
も
う
に
，注
水
北
拝
や
よ
町
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に
移

「
て
付
近
の
注
代
を
苦
し
，
一、
一
”ヽ
上
、
的
な
Ｌ
い
連
合
関
係
苗
立

を
図

↓
て
い
た
の
一
・見
る

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
も
と
ｒ
世
に
降

”
た
尭
抜
に
対
し
、
■
常
に
金
批

属
四
を
設
け
て
大
食
を
支
補
し
、
外
敵
防
何
の
任
に
当
ら
せ
て
い
た
，
で

あ
る
！
そ
し
て
比
に
述
べ
た
よ
う
に
、
作
成
属
日
が
没
け
ら
れ
た
年
に
日

返
主
九
年
一弾
が
投
降
し
、
命
蚊
部
付
近
ま
で
市
下
し
て
き
た
こ
ろ
　
Ｔ
帝

は
、
一出
し
て
詮
光
枝
肘
十
一
Ｆ士
歴
し
た
の
で

ｔ
ち
伊
≡

准
代
の
肢
――

―
ナ
ｆ
は
、引
小
民
族
に
対
し
て
、彼
ら
十
一監
机
し
提
功
十

．す
先
に
，ヽ
わ
れ
た
屯
円
兵
の
隊
Ｆ
Ｔ
一し
て
の
枝
帖
に
つ
い
て
で
払
〓
≡
―
‐

は
、
浪
刊
か
弱
小
民
族
の
う
ム
，ｒ
、
対
句
奴
策
上
に
利
用
し
得
る
力
子
認

い
た
時
か
、
戒

い
Ｌ
ま
た
、
世
ら
が
渋
う
勢
力
団
内
に
稲
入
さ
れ
た
時
町

に
の
み
、
世
ら
を
ほ
一茶
し
て
そ
の
カ
サ
一利
用
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
の

で
あ
る
、
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
一い
る
！

紀
元
前
六
●
年
代
末
中
尭
技
に
は
、
属
田
か
形
成
さ
れ
て
洪
の
支
配
は

徹
底
し
、
句
枚
と
結
ん
で
漢
の
西
方

へ
の
通
路
を
進
断
す
る
危
険
ほ
除
ホ

れ
た
よ
う
に
思
え
る
の
で
あ
る
が
、
坂
服
常
な
い
の
が
進
牧
民
族
の
一特
性

で
あ
る
こ
と
を
想
に
し
、
当
時
、
金
城
都
付
近
に
故
在
十
る
光
族
つ
た
牧

地
政
に
、
降
服
し
て
■

「
た
と
ｔ
い
テＬ
、
旬
炊
王
技
の
部
十
か
大
手

し
て

市
下
し
て
い
る
こ
，≡
ど
知
れ
は
、
炭
か
、
こ
の
情
み
に
対
し
て
、
新
た
な

策
ヤ
ｉ地
さ
ギ
る
を
得
な
か
「
たｆ
一と
は
明
ら
か
な
の
で
あ
」り
、
二
の
求
め

に
応
じ
て
、
宜
市
が
誰
光
校
尉
を
設
け
た
こ
と
は
、
渋
書
に
伝
え
与
れ
る

通
り
な
の
で
あ
る
。

従

っ
て
、
応
勘

・
漢
官
倭
に
伝
え
ら
れ
た
記
録
と
、
そ
れ
に
典
拠
ヤ
求

め
Ｉ
記
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
後
漢
苦
西
光
伝
の
、
武
市
の
時
に

十洪

・
将
軍
挙
ど
、
郎
中
令
徐
白
を
性
わ
し
、
Ｆ
十
万
人
の
将
上
れ

し
て
や

ろ

Ｌ
之
を
一■
●
、
始
め
て
、た
光
止
村
を
＝
そ
．
持
師
統
一仙
せ

し

む

と
い
う
一記
歌
は
、
洪
り
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
出
■
る
の
で
あ
る
！

Ｖ
７

応
勘
の
渋
■
検
に
は
、

花
馬
恒
枝
村

■
孝
武
帝
の
時
、
鳥
“
た
に
馬
十
”
始
め
て
脚
州
に

と
を
忙
く
〔
孫
師
監
領
し
秋
ほ
比
二
千
有

と

い

う

一記
一製
が

あ

る

．

後
渋
言
ヽ

こ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
江
鳥
恒
校
尉

は
尚
渋
武
市

の
時
に
投

け
ら
一れ
た
と
い

↓
て
い
る
．

し
か
し
渋
吉

に
は
、
こ
れ
が
前
漠
代

に
世

か
れ
た
と
い
う
記
述
が
な

い

ば
か
り
そ

な
く
、
武
”

代
の
句
奴

は
、
そ
の
経
済
的
■
揺
も
ホ
生
問
く
、

単
ｆ
の
下
に
統
価

の
と
れ
た
遊
牧
国
家
と
し
て
い
体
制
を
県
特
し
て
、
十

分
に
渋

に
抗

し
得
る
力

を
備

え
て
い
た
の
で
あ
々
、　
一
方
当
時
中
格
値
は
、

一円
打
Ｆ
■
離
一偶
し
√
二
六
〕
支
配
を
受
け
、
そ
れ

に
抗
し
得
る
よ
う
ャた
力
十
一年
一

一
一
は
い
な
か

，
た
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、
鳥
置

に
対

し
て

ヽ
町
判
，
炊

レ
ニ
丈

ヽ
叩
ユ
与

す０
，

石
竹
■

ｒ
‐，
ｌ
ｒ
む

一つ

いわ“し『立れ称獅一ヤ坤”庫巾れ能瑚一印十わ稲投か式市の治―――一

従

っ
て
、
応
勧
に
拠

つ
た
と
考
え
ら
れ
る
後
渋
手
馬
桓
伝
の
、
一准
持
桁

杖
尉
投
置
に
関
す
る
記
一改
は
、
誇
光
校
肘
に
つ
い
て
述

べ
た
記
録
と
同
じ

よ
う
に
、
誤
り
伝
え
ら
れ
た
も
の
た
）考
え
る
こ
と
が
地
来
る
イ
、あ
ろ
う
。

前
に
述
べ
た
如
く
後
洪
初
頭
の
句
収
で
は
、
天
災
相
，次
い
で
そ
の
こ
済

ホ
程
を
動
格
せ
し
め
、
政
治
的
に
も
、
継
水
開
一旭
に
開
丁

て
日
逐
王
比
の

投
降
を
招
い
た
よ
う
に
、
国
内
と
乱
れ
、
そ
の
遊
牧
田
よ
は
対
化

ネ、
の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
，

こ
の
よ
う
な
円
奴
の
弱
体
化
が
み
ら
れ
た
時
！川
に
、
後
・漢
に
降

一
て
無

内
に
居
住
を
許
さ
れ
た
ｔっ
か
、
市
旦
ら
を
代
表

と
す
る
Ｌ
恒
挨
で
ェ
一
た
。

■
ら
は
、
式
市
代

ｔっ
吊
．位
の
よ
う
に
、
何
次
に
は
尾
し
た
校
支
配
氏
族

で
は
な
く
、
御
〕奴
と
同
年
あ
立
場
に
立
っ
て
連
合
を
形
成
し
、
し
ば
し
ば

辺
叱
に
促
人
を
行
な
っ
て
中
冨
■
苦
じ
め
、
証
彪
を
し
才
、

十
し
久
し
く
放
紅
し
て
而
し
て
総
領
す
る
者
無
く
ば
、
必
ず
仮
た

居
人
を
侵
掠
せ
ん

と
い
わ
し
め
た
よ
う
に
、
北
ブ
ジ
ア
の
新
勢
力
と
し
て
、
後
世
の
打

た
な

問
出
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
！

こ
の
よ
う
な
関
係
を
考
え
る
な
ｌｂ
ば
、
性
武
二
五
年
十
紀
元
円
九
―
に

投
降
一し
た
鳥
市
枚
に
対
し
て
、

「渋
の
偵
備
と
お
し
て
旬
．奴

・
府
■
を
畔

た
し
め
一
る
役
Ｈ
ン
ニ
ツえ
た
の
ふ
で
な
く
、
一”慨
衛
年
と
―
て
使
ら
ヤ
ェ利
用

十
る
価
値
を
背
め
た
に
渋
が
、

た
に
は
人
■
ほ
増
に
し
て
、好
み
て
七
眼
を
ん
十
！
十
し
久

Ｌ
く
放

紅
し
て
両
し
て
総
領
す
る
者
無
く
ば
、
必
ず
復
ナ生
は
人
を
使
■
せ
ん
〔

但
だ
ｉ
降
椋
一更
に
委
ぬ
る
は
、
能
く
制
十
る
所
に
丼
ざ
る
を
ど
る
。

臣
愚
Ｈ
ち
ｈ
く
、
任
し
く
復
た
烏
拒
枝
村
を
出
か
は
、
試
に
附
柴

に
市
あ
り
て
週
斥
の
逆
店
ヤ
・を
か
た

と
い
う
班
彪
内
一と
言
に
従
っ
て
、
光
武
市
が
、
新
た
な
Ｔ
職
を
設
■
て
使

ら
を
指
肝
騰
客
す
る
必
要
を
斜
め
る
に
至
，
た
こ
，た
い
、
筑
う
に
十
分
な

の
で
す
の
・一
．

そ
し
て
、
そ
の
要
求
に
件
え
る
べ
く
設
―ｌｉ
さ
れ
た
の
が
、
社
鳥
梅
校
肘

な
の
で
あ
る
。

従

「
て
、
護
持
恒
枚
尉
設
置
ｂ
時
期
、
即
ち
、
ん
に
が
句
奴
の
支
配
を

脱
し
、
中
円
の
ネ
一カ
圏
内
に
稲
入
さ
れ
て
一
の
力
を
利
用
さ
れ
る
と
い
う

情
■
か
■
れ
た
時
せ
、
両
漠
女
代
一川
以
来
勢
力
と
拡
大
し
崎
ヽ
た
，
恒
が
、

大
卒
し
て
来
り
壮
助
を
求
め
た
後
漠
洵
下
で
あ
ｆ
た
こ
Ｌ
を
句
る

そ

し
て
ま
た
、
鳥
桓
を
利
用
す
る
目
的
か
、
北
句
奴
に
対
十
る
前
竹
年

と
し
て
、
】
御
打
ど
共
に
活
用
す
０
点
に
，，
る
の
で
あ
る
か
ら
、
前
句
奴

と
同
視
関
係
を
持

っ
て
い
た
鳥
恒
族
に
対
し
て
の
み
、
利
用
価
値
か
あ
「

ただ
の
で
あ
ネ
）。

そ
の
上
、
投
昨
以
前
あ
句
奴
と
烏
恒
は
辻
合
し
て
い
た
の
で
あ
る
一か
ら
、

烏
極
が
南
句
奴
と
結
ん
で
逆
告
を
行
な
わ
な
い
よ
う
に
監
視
す
る
必
要
も

ま
た
、
生
じ
て
い
た
■
と
Ｌ
い
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

前
渋
代
０
鳥
に
が
、
決

と
旬
奴
に
対
し
て
い
か
な
る
立
場
に
立
「
て
い

た
か
、
と
！
う
こ
と
，
通
補
■
ゥ
た
う
え
で
蚊
卜
一の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、

詫
烏
拒
校
肘
は
、
後
渋
キ
っ
い
う
よ
う
に
前
浪
武
市
”
治
世
に
で
は
な
く
、

二
円
志
が
語
る
よ
う
に
後
漢
北
武
村
の
時
に
染
眸
し
た
一時
恒
族
の

何
人
ヤ
招
来
し
其
の
大
食
を
給

す
る
の
五

な
卜年
，
、

出
の
生
と
お
し
て
何
奴

・
鮮
卑
を
坪
た
し
め

る
た
め
に
、
■
ら
を
援
助
し
、
ま
た
監
視
す
る
■
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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日
は
■
す
に
よ
一
て
、
「
枚
の
社
支
配
邦
及
に
稲
入
さ
れ
た
鳥
拒
は
、

し
か
し
前
七
●
年
代
末
判
に
は
モ
の
支
配
を
脱
し
、
決
に
月
し
て
も
、
使

人

ｏ
■
■
と
い
う
に
十で
、
拝
洋
中的
な
関
係
を
も
つ
よ
一う
に
な
っ
た
ち

政
治
的
に
止
ら
は
、
■
市
叫
‐ｌｔ
洪
に
近
寸
き
、
王
本
の
頃
に
比
手
「に
加

し
ユ
、
拘
収
対
策
上
に
モ
リ
カ
を
貸
し
た
よ
う
で
は
あ
る
が
長
荘
ご
せ
ず
、

二
十■
か

わ
札
れ
て
「叫
炊
一～
た
一
一一の
十
‐〓サ
Ｐ
，

両
注
女
代
対
卜ｒ
れ
に
は
、
ｈ
■
代
に
は
児

ら
れ
な
か
っ
た
新
し
い
関
係

を
、
旬
奴
Ｌ
結
ん
だ
。

そ
れ
こ
そ
、
年
中
同
盟
を
祐
ん
だ
句
奴
上
鳥
恒
が
、
中
困
辺
境
に
提
入

し
て
強
斗
的
な
丈
れ
を
行
う
た
い
う
経
済
的
な
Ｈ
出
を
も

っ
た
門
年
で
あ

「一
ｔよ

り
ｔ
牛
の
立
場
に
立

≡
た
こ
の
両
者
の
打
し
い
関
係
を
、
痢
活
一Ｌ
悔

肛
が
止
合
し
た
ル
と
と
し
モ
Ｌ
Ｌ
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

し
か
し
こ
の
に
合
Ｌ
、
河
理
い
■
体
で
あ
っ
た
日
五
千
比
と
、
ポ
ユ
ら

を
代
■
Ｌ
す
る
馬
在
か
相
次
い
て
た
性
に
峰
る
こ
と
に
丈
，
て
、　
だ
時
的

ネ
れ
た
↓病
，
一■
！
せ
る
，

両
古
が
相
次
い
で
降

っ
た
、
と
い
う
こ
と
は
、
ド
一合
の
前
理
を
き
■
す

る
も
の
で
は
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
同
盟
関
係
を
結
ん
で
止
合
し
て
い
た

か
ら
こ
そ
、
鳥
に
は
日
逐
玉
片
に
統
い
て
降
服
し
、
後
淀
に
援
助
・！γ
兵
一め

た
の
で
工め
る
か
ら
。

し
か
し
、
そ
の
後
、
止
作
帽
係
が
二
世
紀
初
い
に
至
る
ま
で
み
ふ
れ
な

，
Ｈ
困
に
、
楽
内
に
移
住
を
許
し
た
ば
旬
夜
に
対
し
ｆ
．位
旬
収
中
郎
将
を

正
い
Ｆ千ｉ
よ
う
に
、
内
属
し
た
鳥
臣
に
対
処
す
べ
く
に
烏
拒
検
は
を
設
け
た

か
ら
工
は
の
，ビ
一っ
一つ
）

工
々
託
鳥
桓
枝
肘
は
，
二
・れ
が
設
け
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
よ
つ
な

情
単
に

な
か
っ
た
両
決
武
村
の
時
に
で
は
な
く
、
鳥
恒
を
波
置
し
て
お
く

二
十
は
危
険
で
あ
り
、
「彼
ら
を
陥
祝
し
利
用
す
る
必
要
が
■
い
た
時
一川
、

邸
ち
後
提
光
式
市
の
治
”世
に
池
け
ら
れ
た
の
で
∴
ち

ブ．
。

従
一
て
、
護
馬
恒
・
た
光

・
戊
己
各
枝
尉
の
設
距
年
代
を
、
中
★
よ
り

古
く
考
え
よ
う
Ｌ
す
る
後
江
」書
の
記
載
一に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
市
一イ十‐ｉｆ
す
る

こ
と
は
出
来
な

い
十レェ
、
っ
こ
ん
一を
知
っ
た
の
で
，十，一る
，

一
ブｒ！六
二

・
六

・
一
〇

↓辻
ｒ

）

三

円

志

（
馳

，

Ｔ

巻

三

ｏ

・
鳥

一汁

い

共

の

先

、

句

奴

の

破
ボ

一所

と

な

り

て

よ

ｎ
後

、

人

次

孤

明

に

し

一
、

的

枚

に

に

収

を

る

十

、

・常

に

牛

ｏ
馬

・
■

を

歳

愉
し

、

時

通

ギ

る

も

共

わ

ら

さ

れ

ば

、

帆

ち

、

ｋ

の

要

ｒ

を

彦

せ

ら

る

．

（
２

，）

馬

長

ｔ

氏

い

、

山

没

代

の

烏

桓

部

落

は

、

句

奴

社

会

へ
の

奴

隷

供

給

を

行

な

う

技

席

を

も

加

せ

ら

れ

すく
い

た

、

と

説

い

て

お

ら

れ

▼
命

。「
論
句
荻
部
落
田
穴
的
奴
隷
制
」

一
一
一
―

十
一
二
頂
．
歴
宅
研

一九

（）

一　
ｉ”！一ｆ
工

阿
〓
子

・
一第

一■

的州
。
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; 告1 : イ
t i : i 答
1 1 1 1 ど
に

た    '   ti      拠   11

章         .P       :|!   t
t         d l       ■   確

審        を         呼
■ギ              |‖

を         サ

≡
・
准

一
一
十１　
，
馬

北

伝

に

、

同

じ

手

件

を

一
市

提

ヤ■

子

“

け

に

す

「

、

た

九

は

た

巾
十

ヽ
、　
前

ｆ

ｉ

ｒ

ｉ
ｍ

し

、

十
‐
‐

ぃ

■

子

に

波

Ｌ
！
卜

し

所

の

恥

を

報

ｆ

●
伝

■

１

よ

４

四

・

刺

収

伝

■

，

】

‐
‐，ｉｔ

・
Ｌ
二
問

・
世
紀
十
六
に
拠

っ
た
「

。
占

九

田

・
拘

反

伝

，

≡
い

士

一十
的

収

”

阿

よ

」

―

ナ
…
一
≡
の

一十
杭

山

考

採

―
‐
　

雄

学

モ
、　
以
イ
，
十
則
Ｌ
一ヤれ
十

一
「
一
・　
仏
」批
■
中
ｉ
４
１
一一　
。
ｉ
価
伝
‐

【北
武
〕
十
〓
年
、
席
サ
、
句
収

ｏ
馬
枢
Ｌ
長
と
迪
れ
、
化
統

十
る
こ
と
ｔ
し
、
よ

々
は
”
愁
古
す
。

（
２２
！≡　
後
淀
言

・
十
二
一●

・
察
け
伝
，

た
時
に
わ
た
り
、
句
奴

・
鮮
叫
孜
び
亦
山
烏
榎
、
江
知
い
て
，ｌｔｉ

様
な
「
、
次

イ
■
に
人
的
て
た
人
を
設
略
十
（

川
れ
，
以
一
生
と
る
し
、
益
々
紋
”
一の
氏
十
一増
す
。

一‐十‐‐
，
】
砲
飲
的
に
＝
、
「
時
の
句
取

・
内
在
速
台
の
活
動
，
■
一流

一

か
ら
こ
ど
に
刑
，

た
例
の
み
て
い
た
る
が
、
■
除
に
は
、
高
世

チヶｌ

伴
■

，
―！！ｉ！
乱
■
怖
中
間
し
て
、
し
ｒ
ｌ
ば
切
一告
と
，な
し
，
い
十一一
ト

）勺
・り
．

．２３
）

一竹
一Ｔ

と
七
●

・
旅
湯
伝

耶
〓

≡
次
々
氏
予
常
り
て
鳥
孫
を
畔
つ

一
拠
）

注
■

・
Ｌ
■
九

・
辻
充
円
伝
。

一
一狗
）　
　
工「
庁」
‐．‐向
ドし
し

一越
】
花
同
以
れ
，
狭
何
は
小
日
氏
柾
、
陽
関
の
西
高
に
よ
い
ゎ

一を
”

り
、
取
り
北
”
計
を
地
わ
た
は
す
．
，及
う
、
拘
炊
”
化
、

いし
，」
ｖ．十一ｉ・‐一
十に
不エ
ヤや
」」
コ

一
２６
）

本止
品
ぜ

ｒに
同
じ
十．

一２７
）

一性
■

ｏ
Ｌ
八

・
■
市
紀
．

一柿
】
工
作
】
理
工
月
、
北
伊
降
●
服
す
、
■
の
な
人
女
楊
ｉ

・

佑
非
古
の
高
を
晰
お
ぃ
金
城
属
日
を
冊
き
て
以
て
昨
た
に
処

ｒｌ

（２８
）
　
，ね
Ｆ
占
円
一し

―  ■命
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〔伸
陣
二
年
！
秋
、
句
生
の
口
逐
工
先
岐
警
、
人
未
万
余
を
ヽ
い

て
来
り
昨
る
。

（
２９
）

役
”
一書

・
巻
一
【●

・
■
窃
伝
．

（
３０
）

後
世
ど

・
巻
一
●

・
宗
杉
伝
．

（
３．
）

後
波
芦

，
巻
．
一
六

・
造
憲
伝
！

（
３２
）
　
一
、
一後
！投
吉

・
巻
四
七

・
班
協
一体

一
よ
初
一　
二
年
■
、
高
半
■

・
鳥
在
大
人
と
い
一に
反
す

二
、
河
吉

ｏ
と
六
四

々
也
政
仏

会

ｉ
用
的
奴

・
烏
拒

・
鮮
早
と
反
距
す

三
、
向
き

・
巻
六
Ｆ

≡
炭
奥
伝

肝
４

・

〔
峡
】
■
の
よ
る
を
聞
き
、
■
の
百
一と
に
向
旬
攻

・
烏

桓
と
結
び
水
道
】て，、り
■
に
入
る

以
上
に

一
０
九
年
■
う

一
六
末
年
十
で
に
行
モ

わ
れ
た
違
告
つ

動
き
十
一わ
る
が
、
■
“片
′‐‐し
中
雄
に
至
る
よ
て
、
代
ら
の
対賞
Ｈみ

児

ら
れ
る
の
は
、
両
捜
女
杵
期
以
来
の
関
係
が
、
何
年
か
の
形
て
継

承
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

（
３３
）

後
世
苫

・
巻

一
一
九

・
市
句
奴
伝
ｕ

（３４
）

七
に
同
じ
，

（３５
）

三
日
志

・
巻

一
●

・
持
丸
伝
所
引
耽
吾
．

（賛
≡
　
有
に
同
じ
”

（
釘
！一　
た
世
言

・
も

一
ｏ
北
八
帝
紀
「

（
鞘

）

Ｔ
化
性

・
後
世
β
生
林
．

一
３９
≡　
」
川
な

い
と
工
　

ｏ
に
■
伝
．

（
中
）

後
漠
〓

。
と
九

一
・
持
れ
伝
．

（
４．
）

有
に
両
じ
．

（
４２
）

越
択

・
せ
ｉ
史
仙
記

・
巻
六

「
後
濃
吾
■
田
な
苦
法
不
問
処
」

Ｔ
郷
）

波
書

ｏ
米
七

・
昭
帝
紀
、
元
鳳
工
年
の
集
．

商
、
究
記

・
巻
一
一
二
、
「
波
製
以
来
将
相
名
‐……モ
年
よ
」第
十

・
テ
十

爪
〓
一年

の
車
に
も
、

ｒ

一
月
市
一寅
、
中
郎
将
屯
明
女
、
れ
た

，ｉ☆
将
下
、
叫
持
九

上

い

ヤ〔

（
４４
）

回
有
、
元
鳳
六
年
の
楽
，

“
出
の
定
記
年
次
第
十

・
元
爪
六
年
い
項
に
は

九
局
腐
寅
、
術
枯

・
平
陵
候
商
崎
女
、
れ
Ｌ
遼
将
下
、
早
内
九

と
あ
杓
、
注
ど
天
丈
■
に
い
、

一工

（
元
Ｌ
）
六
午
二
月
、
度
濫
将
Ｔ
沌
明
支
、
畔
持
枢
通

上
卜
え

台
。
昭
常
↓
市
十七
五
年
に
ｌｉ
、
前
後
ｉ
川
の
■
〓枢
声
代
が
、

皮
滞
一将
“
ｒ
ｉ
，
ｆ
≡庁
！な
わ
れ
た
の
で
い
ろ
う
ｉ

（
４５
）

津
‐‐１
，
ｔ
青
い
土

「
述
斑
属
周
の
性
取
に
ｔｉｔ
き
て
」

ｏ
中
王
れ
”

一
些
．五
の

一
（〕
】

（
４６
）

広
一助

″市
【官
儀
句

ヤ折
呈
行
校
先
よ
．

（
４７
）

泣
一書

・
巻

一
九

・
百
官
公
卿
共
卜
．

長
水
Ｆ
尉
↓
、
長
水

・
仁
曲
の
細
騎
を
学
さ
ど
布

（も
一　
杖
一的

″キ
に，
生

十ふ
Ｅ
併
枚
集
よ
！

長
水
技
構

・
８
■
百
五
十
七
八
ｔｉ
出
河
胡
胸
ｔ
百

一
■
よ
人
「

（
中
！一　
手
啄
咋
一汽
教
度

「
山
止

“！′＞
投
昨
刊
愉

」
札
い
て
‐
中
小
‐‐‐
ｏ
竹

一

な

じ

（
卸
】

前
互
Ｔ
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